平成２３年度２学期における懲戒処分の状況について
１．報告期間
平成２３年８月２７日～平成２４年１月２０日
２．概　要（資料参照）
　○件数は、昨年度同期に比べやや減少
　　　２２年度：１４件　⇒　２３年度：１１件
　○一般服務関係は５件（６名）発生
・生徒への体罰に関する事案は昨年同期比で１件増加
　　体　　罰　２２年度：２件　⇒　２３年度：３件
・府立支援学校教諭による出勤記録の不正入力事案が発生
　（府立支援学校：男性教諭（44歳）、女性教諭（35歳））『減給６月』
２人の教諭が共謀し、出勤していない者の職員証を代わりにカードリーダーにスリットして出勤の記録を不正に入力し、出勤を偽装した。
　　・府立高等学校教諭によるクラブ合宿の付き添い未従事及び付き添い費の不正受給事案が発生
　　　（府立高等学校：男性教諭（59歳））『停職３月』
　　　　　顧問を務める部活動の合宿の付き添いに従事せず、交通費や宿泊費等の付き添い費を不正に受給した。
　○公務外非行
・公務外非行は刑事事件化する重大な非行事案が４件発生
　　　◆盗撮（市立小学校：男性講師（42歳））『懲戒免職』
大阪市内のビルの通路において、通行中の女性を靴に取り付けたピンホールカメラで盗撮した行為により、府迷惑防止条例違反で逮捕された。
◆盗撮（市立小学校：男性教諭（29歳））『懲戒免職』
大阪市内の書店内において、本を整理していた女性店員を小型ビデオカメラで盗撮した行為により、府迷惑防止条例違反で逮捕された。
◆痴漢行為（市立小学校：男性教諭（23歳採用1年目））『懲戒免職』
通勤電車内で女子児童の臀部等を触り、府迷惑防止条例違反により逮捕された。
　　　◆窃盗
（府立高等学校：男性教諭（28歳採用2年目））『懲戒免職』
　　　　 勤務校において、同僚教員の財布から金銭を窃取する行為を繰り返した。
３．府教委の取り組み　
○冬季休業期間開始前に綱紀保持全般に関する通達を発出
◆平成23年12月9日付け教委職人第2715号
・平成23年7月13日から12月6日までの懲戒処分例を示し、再発防止の注意喚起
・個人情報紛失、体罰、セクハラなどの発生防止を指示
　　・年末年始を控え、飲酒運転の禁止について特に強調
○府立学校長研修等におけるわいせつ事案防止の注意喚起
　・生徒へのわいせつ行為やセクハラ行為、盗撮といったわいせつ系の事案が多発していることから、府立校長研修（H23.11.1）及び市町村人事担当者会議(H23.11.7)において、再発防止の注意喚起。
